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9
月
18
日
（
水
）、
東
京
・
国
立
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に

お
い
て
、
第
39
回
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
が
お
勤
ま
り

に
な
り
ま
し
た
。
沖
縄
特
区
か
ら
は
、
佐
々
木
龍
三
宗
務
事
務

所
長
、
浄
善
寺
の
島
裕
太
副
住
職
・
島
瑞
妃
若
坊
守
・
島
心
桜

さ
ん
が
参
加
し
、
島
副
住
職
は
列
衆
、
心
桜
さ
ん
は
献
華
を
さ

れ
ま
し
た
。
以
下
は
島
副
住
職
か
ら
の
報
告
で
す
。

国
籍
、思
想
、信
条
を
超
え
た
法
要
に

沖
縄
か
ら
出
勤
す
る
感
慨

第
39
回
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要

に
列
衆
と
し
て
出
勤
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

改
め
て
、
悲
惨
な
戦
争
を
再
び
繰
り
返
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
平
和
へ
の
決
意
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

沖
縄
で
も
県
が
6
月
23
日
を
「
慰
霊
の

日
」
に
制
定
し
、
毎
年
、
摩ま

文ぶ

仁に

村そ
ん

に
あ

る
平
和
祈
念
公
園
に
て
「
沖
縄
全
戦
没
者

追
悼
式
」
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
と
は

ま
た
違
っ
た
雰
囲
気
の
追
悼
法
要
で
し
た
。

そ
う
感
じ
た
の
は
、
自
ら
が
列
衆
と
し
て

参
加
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
千
鳥
ヶ
淵
の

追
悼
法
要
に
は
日
本
国

内
外
か
ら
思
想
信
条
を

超
え
た
方
々
が
参
拝
さ

れ
て
お
り
、
全
て
の
方

が
全
て
の
戦
争
犠
牲
者

を
追
悼
し
、
平
和
へ
の
想
い
を
こ
め
て
参

列
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
し
た
。
沖
縄
県
で

も
同
じ
く
深
い
想
い
か
ら
追
悼
式
が
挙
行

さ
れ
ま
す
が
、
少
し
違
っ
た
空
気
感
を
感

じ
ま
し
た
。　

十
方
に
響
き
渡
る
こ
と
を
願
う
平
和
の

鐘
が
鳴
り
響
く
中
、
石
上
智
康
総
長
よ
り

「
平
和
宣
言
」
が
な
さ
れ
、
ま
さ
に
阿
弥

陀
さ
ま
の
み
教
え
と
と
も
に
国
内
外
に
恒

久
平
和
へ
の
想
い
が
響
き
渡
る
、
平
和
へ

の
誓
い
と
願
い
を
新
た
に
感
じ
る
法
要
で

し
た
。
阿
弥
陀
さ
ま
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
、
様
々
な
人
々
と
の
出
会
い
の
ご
縁
。

人
は
人
を
傷
つ
け
る
た
め
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
人
を
守
る
た
め
に
あ
る
べ
き
な
の

だ
と
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
法
要
を
機
縁
と
し
て
、
全
て
の
戦

没
者
の
方
々
を
追
悼
す
る
と
と
も
に
、
阿
弥

陀
さ
ま
の
智
慧
に
導
か
れ
る
念
仏
者
と
し

て
、
非
戦
平
和
へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強

め
た
い
と
思
う
法
要
に
な
り
ま
し
た
。

	

（
浄
善
寺
副
住
職　
島
裕
太
）

千鳥ヶ淵全戦没者追悼法要
勤まる

写
真
上
）
佐
々
木
所
長
（
中
央
）

下
右
）
島
副
住
職

下
左
）
心
桜
さ
ん

9
月
4
日
（
水
）、
東
京
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
理
事

会
の
皆
さ
ん
が
沖
縄
別
院
に
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。
本
堂
、

境
内
な
ど
を
見
学
さ
れ
、
佐
々
木
龍
三
輪
番
よ
り
沖
縄
で

の
真
宗
の
歴
史
や
沖
縄
開
教
の
歩
み
な
ど
に
つ
い
て
聞
か

れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
日
頃
聞
か
な
い
情
報
を
耳
に
し
て
、

沖
縄
の
現
状
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ハイサイ!!

沖
縄
へ
よ
う
こ
そ

行事
案内

11 月後半の行事
日曜学校【久米島布教所】

11月17 日（日）午前 10 時～
法話会【久米島布教所】

11月17 日（日）午後 7 時～
天久常例法座【天久礼拝所】

11月 24 日（日）午前 10 時～　
法話：西脇順照 師（別院職員） 

勤式練習会【沖縄別院】
11月 27 日（水）午後 7 時～
講師：伊波敬人 師（浄願寺住職）

仏教壮年会セミナー【浦添商工会議所】
11月 30 日（土）午後 2 時～
12 月の行事

常例法座 引き続き おみがき【沖縄別院】
12 月 8 日（日）午前 10 時～　
法話：西脇順照 師（別院職員）

日曜学校 引き続き 大掃除【久米島布教所】
12 月15 日（日）午前 10 時〜

もちつき【沖縄別院】
12 月 29 日（日）午前 10 時～

もちつき【久米島布教所】
12 月 29 日（日）午前 10 時～

除夜会【沖縄別院・久米島布教所】
12 月 31日（火）午後11 時 30 分～
2020 年 1 月前半の行事

元旦会【沖縄別院・久米島布教所】
1月1日（水）  午前 0 時 30 分～

常例法座【沖縄別院】
1月12 日（日）午前 10 時～
法話：比嘉健 師（別院職員）

東
京
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
理
事
会

の
皆
さ
ん

※	

特
区
内
寺
院
・
布
教
所
の
行
事
告
知
・
レ
ポ
ー
ト
、
お
寺
紹
介
文

な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
特
区
報
「
お
き
な
わ
」
担
当
ま
で
。

寺
院
振
興
対
策

学
習
会
を
開
催

 

沖
縄
特
区
寺
院
振
興
対
策
委
員
会
は
10

月
22
日
（
火
）
18
時
よ
り
沖
縄
別
院
本
堂

に
て
、
各
寺
院
の
更
な
る
活
性
化
を
め
ざ

し
、
門
信
徒
が
協
力
で
き
る
寺
院
活
動
に

つ
い
て
の
「
寺
院
振
興
対
策
学
習
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
麻
布
明
徳
師（
連

研
中
央
講
師
・
東
海
教
区
中
勢
組
善
福
寺
）

を
迎
え
、「
僧
侶
と
門
信
徒
が
共
に
語
ろ
う

～
寺
院
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
～
」を
テ
ー

マ
に
、
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

問
題
提
起
は
、
5
年
後
10
年
後
を
見
据

え
た
「
こ
れ
か
ら
の
寺
院
活
動
」
を
念
頭

に
「
門
信
徒
が
参
画
し
活
力
あ
る
寺
院
に

し
て
い
く
に
は
、
ど
う
し
て
い
く
か
。
何

が
で
き
る
か
」
に
つ
い
て
。
参
加
者
は
3

班
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
法
座
を
行
い
ま

し
た
。
所
属
寺
院
の
活
動
事
例
を
紹
介
し

た
り
、
自
身
が
考
え
る
理
想
の
寺
院
の
在

り
方
に
つ
い
て
な
ど
、
皆
さ
ん
は
熱
心
に

語
り
あ
い
、
有
意
義
な
学
習
会

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

特
区
で
は
、
僧
侶
と
門
信
徒

が
共
に
考
え
、
話
し
合
う
研
修

会
は
初
の
試
み
で
し
た
。
特
区

内
寺
院
の
ま
す
ま
す
の
護
持
発

展
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
よ
り

い
っ
そ
う
門
信
徒
の
寺
院
参
画

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

写
真
上
）
講
師
の
麻
布
師
の
話
を
熱

心
に
聞
く
参
加
者
た
ち

下
）
話
し
合
い
法
座
の
様
子

お
き
な
わ
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沖縄別院。美しく彩られた花御堂にお参りする

盂
蘭
盆
会
・
旧
盆
法
要

８
月
11
日
（
日
）
沖
縄
別
院
本
堂
に
て

盂
蘭
盆
会
法
要
、
８
月
13 

日
（
火
）
～
15

日
（
木
）
に
は
別
院
本
堂
、
天
久
礼
拝
所

及
び
久
米
島
布
教
所
に
て
旧
盆
法
要
を
勤

修
し
、
多
く
の
方
が
お
参
り
さ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
で
は
、
旧
歴
の
7
月
13
～
15
日
に

お
盆
が
行

わ
れ
ま
す
。

初
日
を
「ウ

ン
ケ
ー
」
、

2
日
目
を

「
ナ
カ
ビ
」
、

最
終
日
を

「
ウ
ー
ク
イ
」

と
呼
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
の
決
ま
り
ご
と

に
沿
っ
て
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は

新
暦
の
8
月
13
～
15
日
と
重
な
り
、
全
国

的
な
お
盆
と
同
じ
日
程
に
な
り
ま
し
た
。

法
要
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
納
骨
壇
に
お

参
り
し
、
重
箱
な
ど
を
供
え
た
後
、
沖
縄

な
ら
で
は
の
お
盆
の
風
物
詩
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
家
族
や
親
族
み
ん
な

で
に
ぎ
や
か
に
ウ
サ
ン
デ
ー
（
お
供
え
物

を
下
ろ
し
て
一
緒
に
い
た
だ
く
こ
と
）
し
、

に
ぎ
や
か
に
食
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第
2
部
「
公
聴
会
」
で
は
、
佐
々
木
所

長
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
、
山
下
総
務
の
総

局
挨
拶
、
佐
藤
部
長
よ
り
「『
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
の
た
め
に
募
金
』
の
お
願
い
に
つ

い
て
」「
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立

教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
の
意
義
に
つ

い
て
」「『
得
度
式
規
程
』『
教
師
規
程
』『
布

教
使
課
程
設
置
規
程
』
等
の
制
定
に
つ
い

て
」
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
協
議
で
は
、

「
賦
課
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て
」「
僧
侶

育
成
体
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
（
住

職
・
坊
守
）」
の
説
明
後
、
意
見
聴
取
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
教
師
規

程
」
の
変
更
点
に
つ
い

て
、
ま
た
「
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
の
た
め
に
募

金
」
に
つ
い
て
意
見
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
山
下
総
務

よ
り
ま
と
め
の
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
閉
会
し
ま

し
た
。

宗
派
よ
り
出
向
さ
れ
た
の
は
、

山
下
義
円
総
務
、
宮
部
誓
雅
特

命
布
教
講
師
、
丘
山
願
海
総
合

研
究
所
所
長
、
佐
藤
浩
紹
本
願

寺
出
版
社
部
長
、
川
井
周
裕
社

会
部
賛
事
の
5
名
で
す
。

第
１
部
「
御
消
息
披
露
式
典
」
で
は
、
山

下
総
務
よ
り
「
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０

年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年
に
つ
い
て
の
ご

消
息
」
を
披
露
、
佐
々
木
龍
三
所
長
へ
伝

達
さ
れ
、
山
下
総
務
よ
り
趣
旨
演
達
の
後
、

宮
部
師
に
よ
る
特
命
布
教
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

10
月
1
日
（
火
）、「
親
鸞
聖
人
御
誕
生

８
５
０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年
に
つ
い

て
の
ご
消
息
披
露
総
局
巡
回
」
が
沖
縄
別

院
に
て
実
施
さ
れ
、
ま
た
、
宗
門
が
抱
え

る
諸
課
題
の
中
か
ら
特
に
総
局
が
広
く
僧

侶
、
寺
族
、
門
信
徒
か
ら
意
見
・
提
言
を

伺
う
た
め
の
公
聴
会
が
併
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
局
巡
回  

併
催
公
聴
会

御
消
息
披
露
式
典
に
て

山
下
総
務
よ
り
佐
々
木
所
長
へ
伝
達左から）川井賛事、佐藤部長、

山下総務、丘山所長、島組長
職務、佐々木所長

御消息披露式典にて、山下総務（中央）から佐々木所長
（左端）へ趣旨が演達される

特区内寺院・布教所から集まった僧侶・寺族・門信徒

沖縄別院
の
法要

盂蘭盆会法要

↑
旧
盆
。
別
院

納
骨
堂
に
て

み
ど
り
丸
遭
難
犠
牲
者
追
悼
法
要

8
月
17
日
（
土
）、
久
米
島
町
銭
田
森
林

公
園
内
の
み
ど
り
丸
遭
難
犠
牲
者
慰
霊
の

碑
前
に
て
「
み
ど
り
丸
遭
難
犠
牲
者
追
悼

法
要
」
を
勤
修
し
ま
し
た
。
１
９
６
３
年

8
月
17
日
、
那
覇
と
久
米
島
を
結
ぶ
定
期

船
「
み
ど
り
丸
」
が
事
故
に
遭
い
、
犠
牲

者
86
人
、
行
方
不
明
者
26
人
と
、
沖
縄
史

上
最
悪
の
海
難
事
故
と
な
り
ま
し
た
。
今

か
ら
6
年
前
、
久
米
島
高
校
で
英
語
講
師

を
さ
れ
て
い
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ャ
ン
セ

ン
さ
ん
か
ら
「
２
０
１
３
年
は
事
故
か
ら

50
年
目
に
な
る
た
め
、
法
要
を
勤
め
て
ほ

し
い
」
と
お
手
紙
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
を

ご
縁
と
し
て
毎
年
こ
の
日
に
沖
縄
別
院
が

追
悼
法
要
を
お
勤
め
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
、
ご
遺
族

の
思
い
を
、
私
た
ち
僧
侶
が
こ
の
法
要
を

通
し
て
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

彼
岸
会
法
要
（
久
米
島
布
教
所
）

9
月
15
日
（
日
）
久
米
島
布
教
所
で
は
、

午
前
10
時
よ
り
日
曜
学
校
（
彼
岸
会
）、
午

後
7
時
に
は
法
話
会
（
彼
岸
会
）
を
開
催

し
ま
し
た
。
日
曜
学
校
の
法
要
後
は
、
子

ど
も
た
ち
と
境
内
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ

ケ
ッ
ト
を
作
り
、法
話
会
（
彼
岸
会
）
で
は
、

佐
々
木
龍
三
輪
番
か
ら
お
彼
岸
に
つ
い
て

の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
境
内

地
に
て
門
信
徒
の
方
々
と
交
流
を
深
め
る

た
め
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
お

肉
、
焼
き
そ
ば
、
焼
鳥
、
野
菜
な
ど
を
鉄

板
で
焼
き
、
子
ど
も
も
大
人
も
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

バーベキュー。子どもも大人もご縁を深める→

久米島布教所にて、お彼岸についての
お話に聞き入るお参りの皆さん

彼
岸
会
法
要
（
沖
縄
別
院
）

９
月
23
日
（
月
）
沖
縄
別
院
本
堂

に
て
彼
岸
会
法
要
を
勤
修
し
ま
し

た
。
法
要
後
は
、
茶
話
会
を
開
き

ま
し
た
。
仏
教
に
関
す
る
質
問
が

相
次
ぎ
、
と
も
ど
も
に
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
ひ

と
時
と
な
り
ま
し
た
。

沖縄別院にて、佐々木輪番の法話を熱心に聞くお参りの皆さん

←
盂
蘭
盆
会
法
要
に
お
参

り
の
皆
さ
ん

慰霊の碑


